
書
の
上
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

明
治
九
年
の
内
務
省
達
も
、

れ
に
よ
っ
て
い
か
に
当
時
の
開
業
医
が
す
く
わ
れ
た
か
は
想
像
に
あ

ま
り
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
寛
恕
な
取
扱
い
に
よ
っ
て
、
明

治
九
年
以
降
も
年
々
在
来
医
師
の
数
の
増
加
し
て
い
る
事
実
が
統
計

明
治
九
年
の
内
務
省
達
も
、
長
与
に
よ
れ
ば
「
試
験
法
の
試
験
と

も
謂
う
べ
き
も
の
」
で
あ
っ
た
の
で
、
明
治
一
二
年
二
月
二
四
日
内

務
省
達
甲
第
三
号
を
も
っ
て
医
師
開
業
試
験
規
則
が
布
達
さ
れ
、
さ

ら
に
明
治
一
六
年
一
○
月
二
三
日
太
政
官
布
達
に
よ
っ
て
、
医
術
開

業
試
験
規
則
と
医
師
免
許
規
則
が
完
成
を
み
た
。
こ
れ
ら
二
度
の
改

正
に
あ
た
っ
て
も
、
但
し
書
の
適
応
に
よ
っ
て
在
来
医
師
は
開
業
の

継
続
は
み
と
め
ら
れ
、
最
終
的
に
は
明
治
一
七
年
一
月
二
一
日
内
務

省
達
乙
第
四
号
を
も
っ
て
、
医
術
開
業
許
可
証
保
持
者
に
内
務
省
発

行
の
免
状
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
開
業
許
可
証

に
か
わ
っ
て
開
業
免
状
が
交
付
さ
れ
、
死
亡
す
る
ま
で
そ
の
効
力
が

持
続
す
る
こ
と
の
決
定
を
み
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
年
々
増
加
し
て

い
た
在
来
医
師
の
数
は
、
明
治
一
五
年
の
三
八
、
二
一
七
名
を
最
高

と
し
て
、
そ
れ
以
後
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

唾
鈷
蕊
琴
罐
匪
報
鮮
彗

中
国
地
方
の
生
野
鉱
山
で
は
一
六
世
紀
に
は
す
で
に
銀
の
採
掘
が

行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
鉱
山
は
織
田
時
代
か
ら
代
官
が
お
か
れ
、
羽

柴
秀
吉
の
所
領
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
徳
川
時
代
に
は
重
要
鉱

山
と
し
て
天
領
と
な
り
、
代
官
が
お
か
れ
て
経
営
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
生
野
鉱
山
で
も
、
塵
肺
、
こ
と
に
珪
肺
が
鉱
夫
を
苦
し
め
て

い
た
。
「
煙
」
「
煙
毒
」
「
煙
か
出
る
」
「
よ
ろ
け
」
「
疲
れ
大
工
」
な

ど
は
こ
の
職
業
病
を
意
味
し
て
い
た
。

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
か
ら
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
か
け
山

田
仁
右
衛
門
が
生
野
代
官
と
し
て
在
位
し
た
。
こ
の
当
時
、
生
野
の

安
星
亮
庵
ら
四
人
の
医
師
が
、
こ
の
鉱
山
に
は
煙
毒
で
死
ぬ
者
が
多

数
に
あ
り
、
そ
の
家
内
の
女
子
供
か
ら
は
薬
礼
が
と
り
に
く
く
、
施

薬
に
な
っ
て
し
ま
い
困
窮
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
御
手
当
米
を
出

し
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

生
野
鉱
山
の
塵
肺
の
歴
史
Ｉ
一
八
○
○

年
代
か
ら
一
九
八
○
年
代
ま
で
口

三
浦
豊
彦
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こ
の
山
田
代
官
時
代
の
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
か
ら
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
に
か
け
て
煙
毒
死
亡
者
数
と
患
者
数
を
記
録
し
た
文
書

が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
間
の
三
年
半
の
煙
毒
死
者
は
二
七
人
で
、

さ
ら
に
文
政
五
年
（
一
八
三
一
）
六
月
に
生
存
す
る
煙
毒
患
者
は
二

六
人
で
あ
っ
た
。

菅
江
真
澄
が
大
葛
（
お
お
く
ぞ
）
金
山
を
訪
問
し
て
「
煙
」
と
い

う
病
気
で
鉱
夫
の
若
死
す
る
こ
と
の
記
録
を
残
し
た
の
が
享
和
二
年

（
一
八
○
二
）
の
こ
と
、
大
葛
金
山
の
山
主
荒
谷
忠
兵
衛
が
「
金
掘
病

体
言
」
を
書
い
て
秋
田
の
医
学
館
に
提
出
、
そ
の
治
療
法
を
た
ず
ね

た
の
が
文
化
八
年
（
一
八
二
）
の
こ
と
だ
か
ら
、
東
北
地
方
か
ら

中
国
地
方
ま
で
、
大
体
同
時
代
に
「
煙
」
「
煙
毒
」
が
全
国
の
鉱
山

で
多
発
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

佐
渡
金
山
で
は
鉱
夫
の
こ
と
を
掘
り
大
工
と
い
い
、
煙
毒
の
こ
と

を
「
掘
だ
お
れ
」
「
疲
れ
大
工
」
と
よ
ん
で
い
た
。

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
幕
府
の
勘
定
奉
行
井
上
備
前
守
か

ら
生
野
鉱
山
へ
下
財
の
煙
毒
を
除
く
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
の
通
達

が
あ
っ
た
。
下
財
と
は
鉱
夫
、
金
掘
り
大
工
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

煙
毒
除
け
の
方
法
と
い
う
の
は
奥
羽
金
銀
山
で
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
梅
干
を
多
く
用
意
し
て
、
鉱
夫
が
坑
内
に
入
る
前
に
梅
干
を
口

に
ふ
く
ま
せ
、
出
坑
し
た
時
に
濁
酒
を
一
ぱ
い
の
ま
せ
る
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
．

こ
の
煙
毒
の
予
防
に
梅
干
を
使
用
す
る
と
い
う
勘
定
奉
行
の
伝
達

は
実
行
に
う
つ
さ
れ
、
生
野
の
金
持
ち
の
「
石
川
日
記
」
に
は
天
保

十
三
年
（
一
八
四
二
）
の
十
一
月
二
十
五
日
に
代
官
所
か
ら
、
生
野

の
金
持
ち
連
中
に
煙
毒
除
け
の
梅
干
を
と
る
た
め
に
梅
の
木
を
寄
附

し
て
く
れ
と
い
う
回
状
が
き
た
と
書
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
の
十
二
月
五
日
に
、
こ
の

煙
毒
除
の
梅
干
を
割
り
あ
て
る
人
数
を
書
き
と
め
た
代
官
所
記
録
が

残
さ
れ
て
い
る
。

梅
干
を
支
給
す
る
人
数
と
し
て
掘
大
工
五
二
○
人
、
手
子
二
五
三

人
、
樋
引
七
一
人
、
山
留
一
六
人
、
合
計
八
六
○
人
の
人
数
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
当
時
を
考
え
る
と
大
鉱
山
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

プ
（
》
０

幕
臣
の
勝
田
次
郎
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
か
ら
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
ま
で
生
野
代
官
と
し
て
在
位
し
た
。
勝
田
は
生
野
鉱
山

に
赴
任
す
る
時
に
、
幕
府
の
医
学
館
の
多
紀
元
堅
に
煙
毒
の
治
療
法

を
た
ず
ね
た
こ
と
が
、
元
堅
の
『
時
還
読
我
害
』
の
続
録
に
元
堅
自

身
が
書
い
て
い
る
。

（76） 220



夫
共
済
組
合
病
院
が
創
立
さ
れ
て
い
る
。

三
菱
金
属
鉱
業
（
株
）
の
生
野
鉱
山
は
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）

そ
し
て
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
生
野
鉱
山
の
庁
事
備
忘
録
に

多
紀
楽
真
院
（
元
堅
）
か
ら
の
通
知
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
く
し
や
象
を
さ
せ
て
油
煙
を
肺
か
ら
追
い
出
す
た
め
に
坑

内
か
ら
出
て
き
た
時
に
猪
牙
皀
莱
の
粉
末
を
か
が
せ
る
か
、
な
け
れ

ば
「
こ
よ
り
」
を
鼻
に
さ
す
の
も
よ
い
と
書
い
て
あ
る
。

勝
田
次
郎
代
官
の
時
に
小
川
含
章
に
『
生
野
銀
山
孝
義
伝
』
を
著

述
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
な
か
に
も
石
煙
が
油
煙
に
交
っ
て
肺
に
入

っ
て
お
こ
る
煙
毒
と
、
煙
毒
人
を
看
護
す
る
孝
子
の
こ
と
が
出
て
い

る
。

明
治
に
な
っ
て
生
野
か
ら
煙
毒
の
記
録
は
消
え
て
ゆ
く
。
そ
し

て
、
明
治
初
年
、
官
営
に
な
っ
た
生
野
鉱
山
に
は
フ
ラ
ン
ス
人
技
師

が
雇
用
さ
れ
て
近
代
化
が
行
わ
れ
る
。

生
野
の
開
業
医
佐
藤
英
太
郎
が
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）
に

「
鉱
夫
肺
病
二
就
テ
」
と
い
う
論
文
を
著
わ
し
、
煙
毒
は
「
塵
俟
吸

、
、
、
、
、

入
二
因
ス
ル
呼
吸
器
疾
患
即
チ
ッ
エ
ン
ヶ
ル
氏
鉱
夫
肺
病
一
一
外
ナ
ラ

サ
ル
ナ
リ
」
と
圭
冒
い
て
い
る
。

こ
の
生
野
鉱
山
に
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
生
野
鉱
山
鉱

に
閉
山
し
て
い
る
が
、
こ
の
診
療
所
長
の
松
岡
元
盛
が
、
治
療
を
要

す
る
管
理
四
の
塵
肺
の
概
況
を
報
告
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
昭

和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
か
ら
五
十
四
年
二
九
七
九
）
三
月
ま
で

三
十
一
年
三
カ
月
間
の
認
定
珪
肺
患
者
総
数
は
二
○
九
例
（
内
三
例

は
女
子
、
手
選
婦
）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）

か
ら
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
ま
で
に
一
二
一
例
が
死
亡
し
た
が
、

そ
の
間
に
約
一
五
’
二
○
年
の
生
命
延
長
が
み
ら
れ
た
。
死
亡
例
の

過
半
数
は
珪
肺
結
核
で
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
ま
で
に
多
く

み
ら
れ
た
。
そ
の
後
は
合
併
症
の
肺
が
ん
死
が
多
い
。
松
岡
所
長
は

佐
渡
の
益
田
玄
皓
が
紫
金
丹
の
薬
法
を
授
け
た
門
人
の
松
岡
玄
盛
の

子
孫
で
、
松
岡
家
は
長
く
「
紫
金
丹
屋
」
と
よ
ば
れ
た
と
い
う
。

（
労
働
科
学
研
究
所
）
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